寄スト題シテ榛原、眞木柱、桃樹、桑、若楓 


シテ011治左、 SI 津幡、韓藍、芽子ナドノ歌ガ列ネテア 〆 此點カラ見 〆 .卜はんの—フシ. V モ 
モアレ V ヤバリはぎ卜見/ベキデアご兀來榛ノ字メ潘岳ガ詩：一一荆棘榛ヲ成ス - ナ■ドア y ヨ 
決' y テはんのき-一當，字デハナィ兎角古書ヲ解ク一 V 字-一依ラズ事實-一據，ノガ肝要デ 

〇新 i 一食用植物1 1 AU タルばなうど 

愛媛縣立 西條中學 校.小： 田 

よなうど(縮圖〕(牧野富太郞氏-一據ル) 牧野先生ハ吾人ノ常_一|措カザ少所デ 

仰ギツツアル*6ノデアルガ此度先生ノ慫慂=從ヒはなうど 
F 'テ ■ ' ク 聊力御厚恩ノ萬分ノ ー-- 報ィントスルノデアル 〆 

はなうどハ織形科- i ス，大形ノ多年生草本デ 
ヲ Heraeleum lanatum Michx . 卜稱シ別 一一 H 
一 JEUEB., H; diwsectum liEDEW.,, 13. 'Moeilend-orAll 1 
異名ガアル.和名、\はなうどノ外-1ぞうじやうじ 
S が. . 5.ど、くはずうど、やぷう'^ナ，-1'、.呼ブ名 
ノ大津郡ナ 〆 通材サダぐ俗-一之ヲ.源吾兵衞卜云 





ハ昔源吾兵衞卜云フ人ガ始メグ 
發見シ タカラ ニ鄕土ノ人々ガ'夫 


basatum 


y 方言ガ甚ダ面 










白ク感ゼラ 〆 、 

此はなうどノ屬名ナル Heracleum ハ希臘神話中 11 アル怪カアグ半神勇者 Hells 二見立テ、 Liun .®' 氏ガ命 
ゼシ名稱デアル又 其 種名ナ，一 anatum ハ 綿ノ樣ナ，軟毛ヲ布ケ 〆 ノ意デ實際二此植物./葉裏 — ,- »•• 綿毛ガ生 エタ 
其面ヲ被フテ居ル、さが < r どトハ嵯峨うどノ義デ山城國嵯峨ノ里ノ名ヨリ出デシモ/、くはずうどトハ食用二 
、ノナラヌうどノ義、やぶうど卜、ノ藪ノ中-一捨テ生 h -1 生 h テ 居ル義、又 e うじゃうじびゃくし トハ 東京芝ノ增 
上寺境內 -1 生ズ，白芷ノ意味一一 一 X 白芷トハ是レ亦同ジク織形科ノー 種デア 〆 次1一はなうどトハ花うどノ意デ其 
.織形周綠ノ花ノ花瓣ガ大デ他ノ繳形科/品ヨリハ顯著ナグーーヨリ名ケタモノデア,ガ蓋シー面 一 I ハ用途ガナク 
徒二花ノミガ立派ナルモノダトノ意味ガ含マレテア. 〆 樣-ーモ感ズ， 

此はなうどノ分布ハ遠クハ北米ヨリ近クハカムチャツカ州、沿海州、黑龍江州、満洲、北支那、西比利亞カラ. 
我日本マデニ及ンデ居ルノデア，松村博士著植物名鑑一ーハ我邦ノ產地トシ：?擇捉島、色古丹、北見ノ利尻、石 
狩ノ札幌、羽前、岩代、 下野、 武藏、近江、山城、相摸、伊豫ノ石鎚山 、 t 後、 薩摩、對馬等ガ擧テアルガ牧 
野先生ノ御說 -1 ヨレバ我邦ノ分布ハ北ハ北海道ヨリ南ハ九州ノ南端二及ンデ邦內一般-一產スダトノコトデアル 
余ぐ山口縣下-一於テハ未ダ前記ノ外ハ其產地ヲ詳力-ーセヌノデアルガ然シ同縣下>1尙ホ佘ノ足跡/到ラザ 〆 處 
モアレ'パ他ニハ絕對二產出シナイモノト斷定スルコトハ固ヨリ出來ナイ 

和漢洋ヲ通ジーグ此植物ヲ食用一一俄ス 〆 モノガアルカ否力、ヲ知ランガ爲メーー種々卜調べテ見タガ無論食用二儀ス 
ルコトノ記事ガナイ我邦一一於テモ和名-一くはず5どノ名稱ガアルニヨリテ見テモ全然食用ニハナラヌト信ズ, 
所モア 〆 樣デア，併シ明治三十九年一月二十日發行ノ植物學雜誌第二十卷第二百二十八號二農科大學敎授白井 
博士、ガ執筆セラレタ，.『新領カラフト島-!關ス，最初ノ邦語植物圖譜一一就テ』トイフ記事中-一 
(9) Heracleum lauatum Michx •(和名はなうど)花アリ 
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號八第卷一第誌雜究硏物植 


(原註)—松前ヨリ西綠通里數凡百六七十里カラフト(島ユ渡海ロクラヤー r グ五月上旬有此草蝦夷人皮ヲ去リ 
.戯-一食ス蝦夷地-一多ク有草ナリ 

トアル而シク此(原註)トハ「蝦夷草木圖」一一記載セラレタ，原文ヲ云フノデアル又此圖帖ハ「寬政四年最上德 
內等巡見ノ際力其後數年ナラズシテ調製セシモノカノ樣存ゼラレ候」卜同博士ハ記シーグ居ラ，、 

又東北帝國大學農科大學敎授理學博士宮部金吾氏ガ官命一ーヨリ調査セラレタグ樺太植物調査槪要中二左ノ記事 
ガ見 H 〆 即チ 
Herashitsrukine (土語) 

土人皮を去6莖を生食し又火に炙$て食し或は曝乾して貯ふ 
トアル 由 是觀之多少此植物ヲ食用'一供ス 〆 コトガア 〆 樣-一思ハレ 〆 併シ此ンヲ全然料理用トシテ食膳—俄ス， 
處ハ恐 ラク 長門パ外-ーハアルマィト想フ今若シ同地ノー旅宿-一休泊センカ必ズ進ムグーー「源吾兵衞」ヲ以 
テスル客ハ其名稱ノ奇拔ナルヨリ忽チ好奇心-一駈ーフレ之レヲ應諾スレバ逆旅ヨリハ直二人夫ヲ馳セ新鮮ノモノ 
ヲ採 集. シ來 ツーブ調理シ之レ ヲ 客前一一薦メル客モ亦此珍味-1 、 ノ思ハズ舌鼓ヲ打タザ f ヲ得ナ ィノ デア， 

牧野先生ガ曾ーブ佘二寄セラ.レタル書信ノー 節一1日フ「從來は唯粗大の雜草とな-^居って之を食用 R 俄する Z : と 
は一向に聞き及ばざる所に有之右食用と相成う候へば玆に一新食品を得/2る譯にて頗ぶる面白く感ず云々」卜 
佘ガ新-一食用植物-一入リタ，はなうど卜稱スダノハ全ク之レガ爲メデア, 

上-1述べ.夕長門通材ノ山地ニハ何處 a モ多少生ズ火モ字、番山 -1 最モ多ク產出シめだけノ藪中-一混生スルノデ 
ア 〆 めだけノ丈六尺位ノ場處-一生育セルモノ最モ賞味セラルヽ隣材ノ山野*ーモ多々發生スルモ松/香アリトーグ 
食 HP -1 ハ供シナィ、今はなうどノ料理トシーブ左ノ數法ガアルカラ之レヲ示サゥ 

一、膾一一用ウ 〆 -1 ハ 沸騰セル湯ノ中-投ジ值二之レヲ引キアゲ後淸水デ冷却シクモノヲ適宜-一切リテ用ク 〆 
新-一食用植物 一 I 入リタルはなうど 









ハ 


大 
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"新 - f 食甩植物 - I - 入，タルはなう li * _ 

I 、浸物トス 〆 一 i -»> 前法ヲ行ヒ胡麻醬油—テ味ヲ付ヶグ 

一、 奎一一ふ湯煮 '^ タモノ，ヲ豆腐卜味噌卜摺リ交ゼタ.モノ：二入レテ造火 

一、鍋煮、通 V 捕鱗地ナノデ黯ヲ煮グ時ニハ必ズ此はな5どヲ入レルヲ常トスルカ ラ 源吾兵衞トイへバ猄ヲ餓 
想ス，程此植物ガ此地方二於テ珍重セラルヽ 

一、菓子椀ヤ椀盛、刺'身等ノ添品トジテ茼.蒿、せ々、みクばナドヲ用ク，樣二之レヲ使用スルノデア 〆 ガ香味 
ノ掬スベキモノガアグトテ甚ダシ > 賞玩セラ. ル：、 

_..、、鹽漬卜^'テ食ス^ =!■ .トガア A 

終」一臨デ中井博士ハ植物/,鑑定ヲ、牧野先生々和名ノ意義ヲ懇示セ M フンタグ御.厚.意#對シ謹デ.謝意夕衾ス， 
.〔牧野富太郞日フ〕織形科/植物-二にんじん(餅蘿蔔)ヲ首トシテせ人：：み*9ば'あしたば.、はまばう.ふ5、，. 
あまにう、^らんだみ0ば(-9161^)、おらんだぜう^与8^)、あめ6かばうふ'5^讓5.思ノ樣?-食_品.ガアン. 
カト思へパ又一方一ーハ恐ルべキ毒ノア 〆 どくぜう(おほぜ - CN )、 どくにんじん C 失鳩答)ナドガアツテ褪端卜瓯 
端トノ品ヲ現、 V レテ居ル其ン故本科ノ植物、 V クツカリ- K 食フ'譯-二行*又、從來私.ぐはな 5 V どナドモ若シヤ 
毒ガア■リハセヌ.カト想ツタコトモ■アツタガ今小田君ノ記セ1グル、所デ見レバ決シタソンナ懸診ハ毛頭イラヌ 
コトガ能ク解ツタ旣一 I :之レ、介食用品トシテ多少デモ價値ガアルト判ツタ以上ハ之ヲ唯野生ノマヽノミ-一放 ft 
シ置力；ス-一採テ畑-一培養シテ見タラ必ズヤ其莖葉ハー層大形柔輭ノモノトナ9且ツ其香氣モ亦粗ラキ野育チ 
ノ臭キ.モノヨリ穩和ナル佳香ノモノト變ヌーカドノ新蔬菜トナルカモ知レヌト思フ蔬菜園藝，一從事シ居ラル 
ル諸君メー ツ之ヲモノ-1.シテ數アグ蔬菜へ尙ホーツノ新珍菜ヲ加へ得ルコト-一盡カシタ見^ノドグダ無_^': 
野生品ヲ化シテ有用ナ，食料品トスルコトニ利用厚生ノ土確カー1奥味アル仕事ノーツデアニフネ 〆 ナラヌ 
あし^ ば . (An -tica utilis MAKINO .) ぐ海岸 地方 ノ野生植物デアルガ 伊豆 v 七 島デム日.常重要'す 食料 ノー.ツ-デ 
アル此レ.モ畑11作リテ改善シタラ佳茱ノーツニナ火力乇知レナイ又はまばうふう一名.八.百屋防風一名伊#'防 
風'モ尙ホ改良ノ餘地ガ充分一ーアルト信ズル、坊間ノ百科辭典ナドデハ此はまばうふうヲ彼ノ漢藥 N 防風.卜間 
違'へテ書4-.テアダモノガ多ク何時： r 識者ヲ«蹙サスル.防風ハ支那 s 產デ我！！ r 本- r ム：產ツナイ.: 

















